
はじめに

ヒトなど霊長類をはじめとした動物は，視覚，聴覚，

嗅覚，体性感覚（触覚等）などを感覚器から対応する大

脳皮質へ受容し，外界の情報を得ることにより運動やコ

ミュニケーションといったさまざまな行動を遂行するこ

とができる１）．しかしながらこれらの機能は疾患や事

故などで感覚器官の一部もしくは脳の一部が損傷を受け

ることにより，多くの神経細胞は死滅し，神経回路網の

機能は失われ重大な障害を被り，生涯にわたって後遺症

が残るといわれている．このように損傷を受けた神経回

路網を回復するという事は極めて困難であると考えられ

てきた２）３）．しかしながら一方で，盲目の人がときと

して非常に優れた触覚もしくは聴覚機能を獲得するとい

うような，ひとつの感覚器官が失われたとき，そのほか

の感覚器官の機能が向上することにより，失われた感覚

器官で得られなくなった情報を補うべくなるべく多く獲

得できるよう代償するシステムの存在が確認されてい

る４）５）．さらには脳損傷患者において脳の一部が障害

されても，脳の機能的地図が大きく再構成され，それぞ

れの機能に関連した異なった脳領域が代わりに機能する

ことで失われた機能が回復するということも報告されて

いる６）７）８）．これら上記のような機能回復の分子細胞

メカニズムはこれまで不明な点が多かったが，シナプス

可塑性を含む脳の可塑的変化が重要な役割を担っている

と考えられている９）．

本総説では機能回復を担う上で重要な役割を果たすシ

ナプス可塑性の分子機構について著者らの報告を含め概

説する．

シナプス可塑性と AMPA 受容体

シナプスは神経細胞をつないでいる構造体である．シ

ナプス前神経が刺激を受けるとシナプス前末端から神経

伝達物質が放出される．放出された神経伝達物質はシナ

プス後神経のシナプス後膜にある受容体に結合し，その

結果イオンチャネルを構成している受容体が活性化して

イオンが細胞内に流入し情報が伝達される．脳内の興奮

性シナプスの多くはグルタミン酸を神経伝達物質として

用いており，その受容体として，AMPA 型グルタミン

酸受容体（AMPA 受容体）が主な興奮性伝達を担って

いる１０）１１）．

AMPA 受容体は四量体からなるイオンチャネルを形
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感覚機能代償における大脳皮質局所回路の可塑的変化
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要 旨：視覚を失った人がときとして常人をうわまわる聴覚や触覚をもつことがある．このように重

要な感覚器の一つが事故や病気などにより障害を受けた時，残存している感覚器系（特に大脳皮質）

において可塑的な変化が起こることにより代償的にその能力の向上などがみられる Cross modal plas-

ticity という現象がある．その例は数多く報告されているが，その分子細胞メカニズムは未だ不明な

ままであった．最近著者らは，視覚機能を剥奪した動物において，大脳皮質局所回路の可塑的変化に

より体性感覚機能が代償的に強化されるメカニズムを明らかにした．このような知見は事故や病気な

どにより脳を損傷した患者に対し，効率よく機能回復を誘導するための強力な新しいリハビリテー

ション法の開発へ大きく寄与できることが期待できる．
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